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(百万円未満切捨て)

１．2027年５月期第１四半期の業績（2026年６月１日～2026年８月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年５月期第１四半期 5,544 14.7 375 64.9 396 66.0 261 56.5

2026年５月期第１四半期 4,832 3.3 228 △2.3 238 △1.8 167 1.7

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年５月期第１四半期 49.13 －

2026年５月期第１四半期 31.39 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年５月期第１四半期 16,611 8,908 53.6

2026年５月期 17,700 9,017 50.9
(参考) 自己資本 2027年５月期第１四半期 8,908百万円 2026年５月期 9,017百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年５月期 － 0.00 － 70.00 70.00

2027年５月期 －

2027年５月期(予想) 0.00 － 72.00 72.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2027年５月期の業績予想（2026年６月１日～2027年５月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,993 △9.2 518 △21.5 541 △20.1 351 △24.8 65.91

通期 22,500 2.3 1,373 8.5 1,426 9.4 950 3.8 178.15

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年５月期１Ｑ 5,332,780株 2026年５月期 5,332,780株

② 期末自己株式数 2027年５月期１Ｑ 274株 2026年５月期 274株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年５月期１Ｑ 5,332,506株 2026年５月期１Ｑ 5,332,506株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料４ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境などの改善により、緩やかな回復基調

で推移しましたが、一部地域では豪雨による水害により経済停滞が懸念されました。また、ウクライナにおける紛

争や中東情勢の悪化により原油等資源価格の上昇から、国内の物価動向や企業収益への影響が懸念され、先行きは

不透明な状況が続きました。

当社が事業展開するＣＡＴＶ及び情報通信関連分野におきましては、「デジタル田園都市国家構想」に基づいた

通信インフラ基盤の整備が進められ、光伝送路構築やＦＴＴＨ（※）等が継続しており、防災行政無線は、地方自

治体防災システムのデジタル化が終息局面となるも、初期にデジタル化を完了した地方自治体の経年劣化によるリ

プレイスや、一部無線帯域のサービス終了を見据えたリプレイスが見込まれております。また、「デジタル田園都

市国家構想」及び「地方創生2.0」は「地域未来戦略」へ改編され、今後も設備投資の活性化が期待されておりま

す。

※ＦＴＴＨとは、Ｆｉｂｅｒ ｔｏ ｔｈｅ Ｈｏｍｅの略。通信事業者の設備から利用者建物等までを光ファイバー

ケーブルでつなぐアクセス方式。

このような状況のなか、当第１四半期累計期間の売上高は5,544,268千円（前年同四半期比14.7％増）、売上総利

益は888,970千円（前年同四半期比19.8％増）、営業利益は375,919千円（前年同四半期比64.9％増）、経常利益は

396,744千円（前年同四半期比66.0％増）、四半期純利益は261,997千円（前年同四半期比56.5％増）となりまし

た。

事業区分別の営業概況は以下のとおりであります。

事業区分の名称
第51期

自2025年６月１日
至2025年８月31日

第52期
自2026年６月１日
至2026年８月31日

前年同四半期比

千円 千円 ％

四国九州ブロック
売上高 1,005,976 1,065,173 105.9

売上総利益 153,404 182,859 119.2

東日本ブロック
売上高 1,805,483 2,159,119 119.6

売上総利益 261,507 331,914 126.9

西日本ブロック
売上高 1,446,547 1,676,654 115.9

売上総利益 234,367 262,481 112.0

東海北陸ブロック
売上高 574,987 643,321 111.9

売上総利益 92,880 111,714 120.3

合計
売上高 4,832,995 5,544,268 114.7

売上総利益 742,160 888,970 119.8

四国九州ブロック

当第１四半期は、太陽光発電設備案件の前倒し受注及び日常取引の増加により、売上高は1,065,173千円（前年同

四半期比5.9％増）となり、売上総利益は価格対応案件の減少により売上総利益率が改善し、182,859千円（前年同

四半期比19.2％増）となりました。

東日本ブロック

当第１四半期は、ＦＴＴＨ案件の前倒し受注、屋内通信設備案件及び防災行政無線案件の好調な受注並びに日常

取引の増加により、売上高は2,159,119千円（前年同四半期比19.6％増）となり、売上総利益は331,914千円（前年

同四半期比26.9％増）となりました。

西日本ブロック

当第１四半期は、屋内通信設備案件の前倒し受注、電話設備工事案件の好調な受注及び日常取引の増加により、

売上高は1,676,654千円（前年同四半期比15.9％増）となり、売上総利益は262,481千円（前年同四半期比12.0％

増）となりました。
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東海北陸ブロック

当第１四半期は、ＦＴＴＨ案件の好調な受注、ＣＡＴＶ局加入者用通信機器販売の増加及び日常取引の増加によ

り、売上高は643,321千円（前年同四半期比11.9％増）となり、売上総利益は111,714千円（前年同四半期比20.3％

増）となりました。

商品区分別の営業概況は以下のとおりであります。

商品区分
第51期

自2025年６月１日
至2025年８月31日

第52期
自2026年６月１日
至2026年８月31日

前年同四半期比

千円 千円 ％

ケーブル
売上高 1,271,588 1,596,659 125.6

売上総利益 198,158 254,506 128.4

材料
売上高 2,278,169 2,381,161 104.5

売上総利益 380,983 417,580 109.6

機器
売上高 1,283,236 1,521,871 118.6

売上総利益 163,018 194,743 119.5

その他
売上高 - 44,577 -

売上総利益 - 22,139 -

合計
売上高 4,832,995 5,544,268 114.7

売上総利益 742,160 888,970 119.8

ケーブル

当第１四半期は、ＦＴＴＨ案件及び太陽光発電設備案件に使用する通信ケーブル及び電源ケーブルの販売が好調

に推移し、売上高は1,596,659千円（前年同四半期比25.6％増）となり、売上総利益は254,506千円（前年同四半期

比28.4％増）となりました。

材 料

当第１四半期は、ＦＴＴＨ案件に使用する材料の販売が好調に推移し、売上高は2,381,161千円（前年同四半期比

4.5％増）、売上総利益は417,580千円（前年同四半期比9.6％増）となりました。

機 器

当第１四半期は、消防通信設備案件及びＣＡＴＶ局加入者用通信機器の販売が好調に推移し、売上高は1,521,871

千円（前年同四半期比18.6％増）、売上総利益は194,743千円（前年同四半期比19.5％増）となりました。

そ の 他

その他は主に電気通信工事であり、当第１四半期の実績は、売上高は44,577千円、売上総利益は22,139千円とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて1,089,948千円減少し、12,099,544千円となりました。これは主に売掛金が

424,932千円、商品が127,305千円それぞれ増加し、現金及び預金が1,309,179千円、受取手形が45,949千円、電子

記録債権が300,184千円それぞれ減少したことによるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて1,666千円増加し、4,512,270千円となりました。これは主に有形固定資産そ

の他に含まれている建設仮勘定が54,492千円増加し、建物（純額）が11,159千円、繰延税金資産が48,270千円それ

ぞれ減少したことによるものであります。
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(負債)

流動負債は、前事業年度末に比べて957,533千円減少し、6,726,356千円となりました。これは主に買掛金が

113,066千円、賞与引当金が48,156千円それぞれ増加し、支払手形が58,615千円、電子記録債務が706,080千円、未

払費用が193,653千円、未払法人税等が121,586千円それぞれ減少したことによるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べて22,151千円減少し、976,862千円となりました。これは主に長期借入金が

12,873千円、役員退職慰労引当金が18,683千円それぞれ減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて108,597千円減少し、8,908,596千円となりました。これは主に利益剰余金

が四半期純利益の計上により261,997千円増加し、剰余金の配当により373,275千円減少したことによるものであり

ます。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年５月期の業績予想につきましては、2026年７月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。



ダイコー通産株式会社(7673) 2027年５月期 第１四半期決算短信

―5―

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2026年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,003,780 6,694,600

受取手形 105,157 59,207

電子記録債権 843,003 542,819

売掛金 2,579,162 3,004,094

商品 1,600,039 1,727,345

貯蔵品 5,757 5,397

前払費用 18,517 30,311

その他 35,421 37,142

貸倒引当金 △1,345 △1,375

流動資産合計 13,189,493 12,099,544

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 978,005 966,846

構築物（純額） 44,120 42,903

機械及び装置（純額） 10,475 10,166

工具、器具及び備品（純額） 7,163 7,047

土地 1,938,481 1,938,481

リース資産（純額） 10,967 8,535

その他 － 54,492

有形固定資産合計 2,989,214 3,028,472

無形固定資産

ソフトウエア 1,253 1,177

リース資産 1,318 655

その他 2,456 2,410

無形固定資産合計 5,027 4,243

投資その他の資産

投資有価証券 560,407 564,450

保険積立金 750,716 750,716

破産更生債権等 3,648 3,648

長期前払費用 28,959 32,797

繰延税金資産 136,508 88,237

その他 49,372 52,953

貸倒引当金 △13,249 △13,249

投資その他の資産合計 1,516,362 1,479,554

固定資産合計 4,510,604 4,512,270

資産合計 17,700,098 16,611,815
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(単位：千円)

前事業年度
(2026年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 109,334 50,718

電子記録債務 4,927,950 4,221,870

買掛金 1,811,227 1,924,293

1年内返済予定の長期借入金 55,783 51,492

リース債務 7,207 4,612

未払金 101,233 68,240

未払費用 306,528 112,874

未払法人税等 215,819 94,233

未払消費税等 81,754 62,652

賞与引当金 16,059 64,215

その他 50,993 71,154

流動負債合計 7,683,890 6,726,356

固定負債

長期借入金 609,472 596,599

リース債務 5,140 4,640

退職給付引当金 177,061 185,167

役員退職慰労引当金 190,855 172,171

その他 16,484 18,284

固定負債合計 999,013 976,862

負債合計 8,682,903 7,703,218

純資産の部

株主資本

資本金 583,663 583,663

資本剰余金 462,821 462,821

利益剰余金 7,944,959 7,833,681

自己株式 △255 △255

株主資本合計 8,991,189 8,879,911

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 26,005 28,685

評価・換算差額等合計 26,005 28,685

純資産合計 9,017,194 8,908,596

負債純資産合計 17,700,098 16,611,815
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年６月１日
至 2026年８月31日)

売上高 4,832,995 5,544,268

売上原価 4,090,834 4,655,298

売上総利益 742,160 888,970

販売費及び一般管理費 514,147 513,050

営業利益 228,013 375,919

営業外収益

受取利息 4,595 12,696

受取配当金 6,344 8,205

賃貸収入 1,590 1,590

その他 149 72

営業外収益合計 12,679 22,565

営業外費用

支払利息 811 744

賃貸費用 401 394

為替差損 508 540

その他 － 59

営業外費用合計 1,721 1,739

経常利益 238,971 396,744

税引前四半期純利益 238,971 396,744

法人税、住民税及び事業税 42,559 87,839

法人税等調整額 29,029 46,907

法人税等合計 71,589 134,746

四半期純利益 167,382 261,997
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社はＣＡＴＶ関連市場向け及び情報通信関連市場向け販売事業の単一セグメントであり、区分すべき事業セグ

メントが存在しないため、セグメント情報の記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年６月１日
至 2026年８月31日)

減価償却費 16,502千円 15,348千円


